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今号は「沿線と遊び」がテーマです。
前号のvol.60「働きたくなる沿線」は、働き方が流動化する中で、働き手にとっての
沿線の価値を特集しました。2号続いて沿線を特集テーマにしていますが、駅消費
研究センターがなぜ“沿線”に着目しているかを、改めて整理したいと思います。

現在、日本の都市部において鉄道は、日々の生活に欠かせないものです。そして
これまでの調査で、自宅の最寄り駅と、日常的に利用する目的地の最寄り駅とを
結ぶ、沿線内での行動が多いことが分かっています。しかし利用者は、沿線内の
駅を活用して各所をくまなく行動するよりも、自宅と目的地の最寄り駅だけを行き来
する、“点”での利用が多いという実態も見えてきました。

私たちは、利用者が沿線内の各所のリソースをくまなく活用することが、豊かな暮らし
につながると考えます。そのためにも鉄道会社の輸送力を生かした仕組みやサー
ビスを提供できたなら、どうでしょうか。それは、鉄道会社にとってもまた、沿線ブラ
ンディングの強化につながるでしょう。さらに、沿線上の地域と連携すれば、各々の
地域では賄いきれないニーズに対し、協力し合うことも可能になるかもしれません。

これまでの鉄道会社の“遊び”の取り組みは、主に観光文脈から生まれていました。
しかし、休日の旅行やイベントなどとは異なる、生活の隙間時間で日常的に楽しむ
“遊び”については、まだ取り組みの余地が残されていると思います。
柔軟に“働く”ことで、より充実した暮らしを目指すワークライフインテグレーションの
時代に、どのように“遊び”を取り入れ、日常をデザインしていくかは、これからの重要
なテーマです。当然ながら、沿線内での“遊び”を考えることも重要になってきます。

そこで、日々の生活を豊かにする沿線での遊びの可能性やソリューションを、さま
ざまな角度から探っていきます。

改めて沿線での遊びを考える

■今まで（点の視点） ■これから（線の視点）

自宅
最寄り駅

自宅
最寄り駅

目的地
最寄り駅

目的地
最寄り駅

【沿線利用の今までとこれから】

自宅最寄り駅と目的地最寄り駅の2駅
だけを行き来する傾向にあり、沿線の
他の駅はあまり利用されていない。

沿線全体を大きな行動範囲と捉え、
仕事や遊びなどの目的に応じて、沿線
各駅のリソースの利用を目指す。
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パブリックスペースで工夫して遊び、都市の交流を可視化する

東京ピクニッククラブ    
東京理科大学 創域理工学部建築学科 教授 伊藤香織さん　https://www.rs.noda.tus.ac.jp/~kaori/

1. 右は革張りで銀のカトラリーやアルコールバー
ナーがセットされている1910年代のピクニックセッ
ト。左はプラスチック製品が一般的になってからの
もの。料理は各自で持ち寄る
2. ピクニックの基本を伝える「ピクニックの心
得」。伊藤さんのお気に入りは、鳥に食べ物を取
られる様子を描いた「11.ピクニックに事件は付
き物である」
3. 英・ニューカッスルゲーツヘッドで行われた「ピク
ノポリス」。飛行機型の芝生とマットを用いて、場所
を移動しながらピクニックを開催。行く先々で市民
を集めた
4. 交流イベント「渋谷おとなりサンデー」では、宇田
川緑道路側帯でピクニックを実施。過去には広い
中央分離帯でピクニックをしたこともあるという

4

ピクニックは
都市における交流の場

　誰もが知っている気軽なレジャーでは
あるものの、深く気に留めることのない「ピ
クニック」について真剣に考え、真面目に
取り組んでいる団体があります。ピクニック
の歴史に学び、現代都市における洗練さ
れた社交の場としてのピクニックを実践し
ている「東京ピクニッククラブ」です。1802
年にロンドンで初めて「ピクニック」が行わ
れてから200年という、節目の2002年に
設立されました。共同主宰者の伊藤香織
さんは、東京理科大学創域理工学部建
築学科で都市研究を行う教授。設立の
理由について、「もともとピクニックは好き
だったのですが、外国人がワインを飲み
ながら長時間公園で過ごしているのを見
て、そもそもピクニックってなんだろうと改
めて考えたのがきっかけです」と話します。
　ピクニックの歴史をたどると、17世紀
には「おあいこ」を意味していたフランス語

「ピクニケ」が語源。転じて、「持ち寄り」を
意味するようになり、各自が食事や話題、

を目指す東京ピクニッククラブは、公共空
間でピクニックをする権利「ピクニックライ
ト」を主張しています。芝生に入ることを禁
じたり、夕方には閉門してしまう公園があ
るといった現状を憂いつつ、あらゆる場所
でピクニックを実践。その楽しみ方を検証
しています。芝生が心地いい緑地はもちろ
ん、新幹線とモノレールが同時に見える場
所、着陸直前の巨大な飛行機が真上を飛
んでいく公園、大型のクレーンが立ち並ぶ
海辺。伊藤さんは「ラグを囲んで座ったと
きの居心地も大事ですが、そこからの眺望
も大切です。何が見える場所なのかを考え
て、ピクニックのロケーションを選んでいま
す」と話します。
　そして、ピクニックという言葉の響きが持
つ楽しげな雰囲気にも注目します。例えば
ピクニックライトについて、「権利を主張す
るというとお堅い運動のようですが、ピク
ニックと付くとユーモアが感じられてちょっ
と笑ってしまう。人を油断させてしなやか
に社会を変えていくような自由さがありま
す」と、伊藤さん。ピクニックの基本を伝え
る「ピクニックの心得」を作った際も、当初
は文章だけでしたが、ユーモアたっぷりの
イラストを加えました。真正面からではな
く、楽しんで変えていくマインドが大切だと
考えているそうです。

自由になればなるほど
ピクニックはより楽しくなる

　ピクニックを楽しめる力量を、伊藤さんは
「ピクニカビリティ(picnic＋ability)」とい
う言葉で表現しています。
　例えば立ち入りや利用時間が厳しく管
理されている場所は、ピクニックがしにく
いので、ピクニカビリティは低くなります。一
方、場所だけでなく、人々の不自由な思考
もピクニカビリティが低いということになり
ます。子どもを遊ばせるなら公園、友達と会
うならカフェなど、人はよく施設と行為を一
対一で対応させる傾向があり、空間の使
い方を限定してしまいがち。しかし、ここに

得意な演奏・歌といった芸を持ち寄るイン
フォーマルな集まりも指す言葉でした。イギ
リスでは屋外のティーパーティーなどの文
化と混ざり、野外での社交的な食事を意
味するようになります。19世紀半ば、都市
に公園が整備されると、ピクニックが新し
い空間の使い方として流行し、イギリス人
の風俗習慣といわれるようになりました。
　「日本にはアメリカ経由でピクニックの
概念が入ってきたので家族で行うことが
多いですが、イギリスでの歴史をみると本
質は社交です。大人同士、知らない人も
参加して交流するのが本来のピクニックだ
と考えています」

居心地と眺望を重視して
ロケーションを選ぶ

　東京ピクニッククラブのメンバーには、
建築家やグラフィックデザイナー、イラスト
レーター、フードコーディネーターなどが名
を連ね、それぞれの専門性を生かしてピク
ニックを真面目に面白がっています。オリジ
ナルのグッズを作ったり、ピクニックの基本

座ってみると、工場の煙突が立ち並ぶ様子
が見え、思ってもいなかった壮大な風景を
楽しめるなというように、場所を読みかえる
とその都市らしさを発見できます。さまざま
な場所を工夫して使いこなせるマインドを
持つ人は、ピクニカビリティが高い、という
ことになるわけです。伊藤さんは、大学の
ゼミを外で行うこともあるそうです。
　東京ピクニッククラブは、国内にとどま
らずイギリスやシンガポールなど世界各
地で、ピクニックを通じて都市空間の魅力
を再発見するプロジェクト「ピクノポリス」
を開催しています。そこでは、市民に呼び
かけてピクニックに参加してもらい、「メ
ニュー」「道具とファッション」「社交性」で
採点するコンテストも行っています。する
と、ピクニックの既成概念を離れ、誰もが
発想豊かに工夫し始めるといいます。
　「ピクニックだからビニールシートにサ
ンドイッチということではなく、その場所に
ふさわしい食べ物や一緒に過ごす人を喜
ばせる工夫、美しく見せるための道具選び
など、マインドの転換が起こるのです。い
かに自由に発想できるかが、ピクニカビリ
ティを高める一番の方法だと思います」
　中でも、ピクニックにおける料理は重要
なコミュニケーションツールです。手が込
んだものである必要はなく、買ってきても
構いませんが、例えば場所にちなんだも
ので話題を提供するなどの工夫をすると、
より楽しくなるといいます。さらに、伊藤さ

をイラスト付きでユーモアたっぷりに伝え
てみたり。ピクニックという舞台で、各自が
表現活動をしています。一方、ピクニックを
するときには、メンバーそれぞれがその都
度知人友人に声をかけ、新たな交流を生
み出しています。継続的に参加する人もい
れば、１回限りの人もいる。毎回参加者が
入れ替わることで、むしろクラブとして長続
きしていると言います。
　「交流は都市の本質の一つだから、その
ための場は都市空間の中に美しく現れて
いる必要があると思います。ピクニックは、
都市における交流が美しく可視化された、
分かりやすい形ではないでしょうか」
　ラグを広げるだけで、その空間を突然社
交場に変えるピクニック。それは都市を舞
台にした自由な活動であり、パブリックライ
フ（都市生活）をつくっていくものだと伊藤
さんは話します。
　「プライベートな活動ではありますが、公
園や広場といったパブリックスペースで楽
しむことで、まちの中に美しい暮らしの風
景を生み出すことができるのです」
　都市に新しい交流の空間をつくること

んは自身が楽しむだけでなく、ピクニック
をしている姿がどう見えるかも意識するそ
うです。「ピクニックする人は風景を彩る重
要な一要素。他人に見られて恥ずかしい
という人もいますが、風景の一部としてピ
クニックする人を演じていると捉えれば、
恥ずかしくないでしょう」
　そして、ピクニックのこんな効用につい
ても話してくれました。
　「今日はあそこでピクニックするのもい
いな、というように、その日の自分はどん
な気分で、どんな居心地を求めているの
かを知ることも、ピクニックのいいところで
す。施設の機能や目的だけで遊び方を選
ぶのではなく、自分が何を求めているかを
感じとり、それを満たす環境を身の回りに
見いだしていくことが、都市生活を創造的
に楽しむことにつながると思います」
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走ることは遊びの延長。コミュニティをつくり、カルチャーを発信する

ととのい研究所（ととけん） https://totoken.jp/  
株式会社ライノ 『フイナム』副編集長 山本博史さん、『フイナム』ライター 榎本一生さん

サウナとバーを備えた
新たなランニングステーション

　2023年9月、日本橋浜町にオープンした
「ととのい研究所」（通称 ととけん）は、サ
ウナとビールバーを備えた新しいスタイル
のランニングステーションです。東東京の
ランニングスポットである隅田川に近く、
平日の夕方になると仕事を終えた人たち
が、軽く走ってサウナで汗を流し、ビール
を飲みながら仲間と楽しむ姿が見られま
す。施設を運営するのは、ファッション、ラ
イフスタイルやカルチャーを提案するウェ
ブマガジン『フイナム』を編集・配信する株
式会社ライノ。ととけんは、フイナムから生
まれたランニングコミュニティ「フイナム ラ
ンニング クラブ♡」が中心となって立ち上
げられました。
　フイナム ランニング クラブ♡は、フイナ
ムの副編集長である山本博史さんとライ
ターの榎本一生さんが、同時期にランニ
ングを始めたことをきっかけに、2014年
にスタートしました。誰でも参加できるグ
ループラン※を月１回のペースで開催。とき

皇居のような周回コースとは違い、ちょっ
と観光気分で走れるのです」と山本さん。
隅田川周辺はランナーが多いエリアにも
かかわらず、拠点となるランニングステー
ションが少なく、ようやくできてもなくなって
しまうことが重なったそうです。「人が集ま
るとコミュニティができ、コミュニティがで
きるとカルチャーになっていきます。個人で
走っているだけでは、カルチャーになりませ
ん」。だからこそ、ととけんを拠点に、サウナ
やバーの利用客も取り込みながらコミュニ
ティをつくり、ランニングカルチャーを発信
していきたいと、山本さんは言います。
　実際に、ある女性は、バーで交わした
会話をきっかけにランニングを始め、ハー
フマラソンに出るまでになりました。ランニ
ングだけでなく、複数の入口を作ったこ
とが、コミュニティづくりに貢献しているよ
うです。それは編集の仕事に通ずると、榎
本さんは話します。「何かと何かを掛け合
わせたら面白くなるんじゃないかというの
は、編集の基本的な発想です。ランニング
とサウナとバーの掛け算も、その延長線上

にありました」

ランニングは散歩の延長
がんばらず、楽しんで走る

　拠点ができたことによって、ととけん主
催のグループランも始めました。週１回、毎
週水曜日の19時にととけんに行けば、み
んなで一緒に走ることができます。コース
は飽きないように毎回アレンジ。浅草寺な
どの観光名所を組み込み、景色の変化が
楽しめるコースを、その日の気分や集まっ
たメンバーによって変えていきます。走っ
た後は、1階のバーで飲んだり周辺の居

にはフルマラソンやトレイルランニングの
レースにも参加し交流を深める、ゆるやか
なコミュニティです。当初はフイナム上で
参加者を募っていたため、アパレルのプ
レスやショップのスタッフなどファッション
業界の人々が多かったそうですが、徐々
にネット検索などで存在を知ったさまざま
な人が参加するようになりました。「ランニ
ングステーションに集まって、走ってシャ
ワーを浴びてみんなで飲みに行く中で、金
融や不動産などそれまで接する機会のな
かった業界の人たちとも出会いました。ラ
ンニングという共通言語があればつなが
れる楽しさがあります」と榎本さん。
　そんな折、現在ととけんがあるビルのリ
ノベーションプロジェクトにライノが参加
することになり、フイナム ランニング クラ
ブ♡の活動をそのまま形にしたようなアイ
デアを提案しました。それが採用され、とと
けんをオープンしたと、山本さんは言いま
す。「クラブとして自分たちの場所が欲しい
という思いはありましたが、施設をつくろう
と考えたことはなかった。たまたま建物が
あったから、実現できたことです」

酒屋に繰り出したりして、気分次第で自由
に楽しみます。
　定期的に参加するメンバーは10〜15
人ほど。そこに初参加の人たちも混じり、ラ
ンニングを通じたコミュニティが生まれて
います。また、フイナムの編集で関係を築
いたメーカーとコラボし、新作シューズを
試せるグループランなども開催。メーカー
にとっても利用者にとっても価値あるイベ
ントを実施し、ランニングコミュニティを広
げています。
　ランニングというと、ストイックに一生懸
命走るイメージがあります。しかし、山本さ
んたちの考え方は全く異なります。大会に
出るなどの目標を持つとモチベーションに
つながりますが、それよりも走る楽しさを
知ってもらいたいと言います。
　「ランニングは、散歩の延長のようなも
のです。知らない道、行ったことがない場
所を、会話ができるくらいのスピードでゆっ
くり走る。僕らには、がんばって走ろうとい
う概念はありません。走ることは、どちらか
というと遊びや快楽に近い感覚です」
　そう榎本さんが話すと、山本さんも「子
どもは、公園に行ったら走り出すじゃない
ですか。あの感覚です。僕らにとってラン
ニングはまさに、遊びの選択肢の一つな
んですよね」と声を揃えます。だから、目的
地まで走ったら、帰りは電車にしても構わ
ない。もっと言えば、途中でやめて帰って
しまってもいい。グループランでは、小銭

個人で走っているだけでは
カルチャーは生まれない

　ととけんは、１階が受付とバー、3〜5階
がロッカーやシャワーといったランニング
ステーションの設備とサウナになってお
り、サウナのみ、バーだけの利用も可能で
す。中でも特にこだわったのはサウナ。サ
ウナ愛好者に人気の高温サウナと、シン
グルといわれる水温10℃未満の水風呂
を備え、東京屈指のクオリティを誇るサウ
ナに仕上げました。そのため、利用者の７
割はサウナを目当てにやって来ます。ラン
ニングステーションとしての利用は残りの
3割。サウナ利用者は20代の若い世代が
多く、ランナーの利用者は30〜40代が中
心です。平日の夕方、近隣のオフィスワー
カーが仕事帰りに利用することが多いで
すが、普段皇居を走っているランナーが
新たなランニングスポットを求めてやって
来るケースや、評判を聞きつけたサウナ好
きが遠方から訪れる場合もあります。
　「この周辺は、浅草寺や築地本願寺な
ど東東京の下町にある名所が近いので、

を持って木場公園方面へ走り、帰りに門
前仲町で一杯飲んで帰ってくることもある
そうです。
　一方で、「ランニングには、1人になって
ひたすら自分と向き合えるという魅力もあ
ります」と榎本さん。グループランを楽しむ
ときと、自宅周辺で1人の時間に浸って走
るときを使い分けているそうです。山本さ
んは、走るようになってから、日頃の行動
に変化があったと言います。いつの間に
か徒歩圏が広がり、5kmくらいは平気で
歩くようになりました。体を動かすことが
気持ち良く、ちょっとした移動なら歩こうと
思うようになったそうです。ランニングは、
コミュニティを広げるきっかけであると同
時に、自分自身の日々の暮らしに豊かさ
を与えてくれるものでもある。「自分たちが
いいと思うものを共有することが、編集の
仕事です。1人でも多くの人にランニング
の楽しさ、魅力を伝えたいです」と、榎本
さんは話します。

1. 1階にあるバーはガラス張りで、入りやすい雰
囲気。クラフトビールや2種類の栄養ドリンクを交
ぜる「オロポ」が人気
2. 左が低温の水風呂、シングル。温度が違う2種
類の水風呂は、ランニング後の火照った体のクー
ルダウンにも効果的
3. グループランの途中で立ち寄った夜の浅草寺。
ライトアップされた界隈は、定番のコース
4. 隅田川までは走って3分の立地。「隅田川をラン
ニングの聖地にする！」はととけんの合言葉

4

※　参加費無料、予約不要、自由参加で、その日その時間に集まった人と走るイベント
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うつみ・けんいち
1966年、兵庫県神戸市灘区生まれ。有限会社六
甲技研の代表として、建築、ビジュアルコミュニケー
ション、出版デザインなどに携わるかたわら、灘区
を中心に、地域に根差したイベント企画を数多く
手掛ける。フリーペーパー「naddism」、グローカル
サイト「ナダタマ」を主宰。その他、「摩耶山リュック
サックマーケット」の世話人や、「東神戸マラソン」
の発起人、「マヤ遺跡ガイドウォーク」の案内人など
も務める。灘については知らないことがないという
意味を込め「ナディスト」と呼ばれている。

まちのインフラを面白がる
フリーペーパーから始まった

―神戸市灘区で、慈さんが仕掛けたま
ち遊びの企画やイベントが、大きな反響
を呼んでいます。取り組みのきっかけは
何だったのでしょうか。

慈：僕は神戸市灘区で生まれ育ちまし
たが、大学も就職も首都圏でした。ところ
が、働き始めて6年目に阪神淡路大震災
が起こり、何かしなくてはという思いで神
戸に帰ってきたのです。当初は復興支援
の活動に携わっていましたが、何かもっと
自分でできることでまちに関わりたいと思
うようになって、「naddism(ナディズム)」と
いうフリーペーパーを始めました。

―どのようなフリーペーパーですか。

ソンのコースは灘区を全く通らないので、
同じ日に灘区と東灘区、中央区の東エリア
だけを走るローカルな「草フルマラソン」を
やることにしたのです。交通規制は行わず、
信号や交通ルールを守りながら歩道や公
園を走るだけ。それでも、42.195km走れば
れっきとしたマラソン大会になります。地元
の人のために始めたのですが、今では東
京や名古屋をはじめ全国から参加する人
が増え、申し込みは瞬時に埋まります。
　推奨するコースはあるのですが、彼らは
走りながら酒蔵やおいしそうな店を見つ
けると、途中で寄って飲んだり食べたりし
ます。参加者がそれぞれ気ままにまちを楽
しんでいるのです。いわゆる観光地では
なく、神戸の日常の暮らしが見え隠れする
場所を走ることが、かえって新鮮に見える
ようです。ローカルにこだわった結果が転
じて、外から多くの人が来るようになった
事例と言えます。
　おまけに、彼らは地域の人ともよくしゃ
べります。そうするとこちらが見慣れてし
まった何でもない風景をすごくいいと言っ
てくれる。外から来た人にほめられること
で地元の人間も自分のまちの魅力に気づ
くという副産物的な効果も生まれ、いいイ
ベントになっていると思います。

慈：震災に耐えて残ったまちのインフラ
を、自分の記録として撮影していたのです
が、それをみんなに見てもらおうと思いま
した。第1号は鉄道のガードや地下道に
フォーカスして、それぞれにオリジナルな名
前をつけて紹介した「灘の穴」という特集
でした。例えば、高さ1.5メートルの前屈み
でないと通れない低いガードは「リンボー
洞門」。うつむかず上を向いて、リンボーダ
ンスのように通り抜ければ楽しいでしょ、っ
て。ネガティブな場所も見方によって面白
くなるということを、延々訴えるようなフリー
ペーパーでした。
　当時は震災から2年目で、少しでも楽し
い情報を届けたかった。これが結構好評
で、その後メールマガジンに切り替えて、
15年くらい続けました。最初は1人で活動
していましたが、読者からのレスポンスを
きっかけにコミュニティができて、みなさん

エリアを絞り
独自の視点で風景を捉え直す

―フリーペーパーでもイベントでも、独自
の視点でまちを楽しんでいます。そのよう
な視点を見つけるポイントは何ですか。

慈：まちのさまざまな場所を見るときに、
ポジティブな面を探して、分かりやすくみ
なさんに伝えるようにしています。例えば、
地下道は暗くて避けたいと思われがちで
すが、夏は涼しい場所になるということに
注目するなど、なるべく今までと違う視点
で風景を捉えてみます。
　そしてもう一つ、狭いエリアで見てみる
のもまちを楽しむコツです。その方が面白
い場所が立ち上がりやすい。「灘区の中で
いちばん素敵な木漏れ日がある場所を探
そう」と言うと、「どこかの木漏れ日」では
なく、「このまちの木漏れ日」なので、見つ
けた場所に対する納得感もあります。エリ
アを絞って「うちのまちにある○○」とした
方がみんな必死で探すし、しょうもないこ
とでもすごいと思えて楽しめるんです。
　また、対象を絞り込んで電線ばかりを
見てみるなど、パーツに分けるのも面白い
です。電線や電柱、突き当たりの道など、

とまち歩きのツアーをやったりするうちに
イベントも始めました。

―具体的には、どんなイベントを開催し
てきたのでしょうか。

慈：例えば、普通の路線バスを観光バス
に見立てた「バスジャックツアー」というも
の。車内で僕が急に「右手に見えますの
は」と、案内を始めるんです。最初はみん
なびっくりするんですが、そのうち僕の案
内に合わせて車窓に目を向けるようにな
る。そうすると、バスの中の時間が移動の
ためだけではない、新鮮な発見の時間に
なるんじゃないかと考えるわけです。
　駅のベンチで、本を読むイベントもやり
ました。普通は電車が来るまで座ってい
るだけの椅子ですが、ずっといると意外に
気持ちいい。じゃあ、みんなに好きな本を
持ってきてもらってベンチで読もうと。許可
をもらって2日間ほどやりました。電車を
待つための椅子という凝り固まった考え
方をせず、日常をどれだけ面白くできるか
を意識しています。

―これまで行ってきたイベントの中で、
特に思い入れのあるものはありますか。

慈：約2万人が参加する神戸マラソンに
対抗して始めた「東神戸マラソン」ですね。
神戸という名前がついているのに神戸マラ

いろいろなパーツを切り出してみると、まち
の新しい楽しみ方が見えてくると思います。
　見慣れてしまうと、それはもう「風景」に
なってしまってなかなか意識するのが難し
い。そこを一度、新鮮な目で見直すことが
大事だと思います。ちょっとしたコツはいり
ますけどね。

―とても面白いまちの捉え方ですね。
ただ、誰もが真似できるものではない
とも感じてしまいます。どうすればそう
いったコツをつかめるのでしょうか。

慈：僕は30年くらいやっているので、続
けていると見えるようになってくると思い
ます。もう新しい見方がなくなってきたなと
思ったら、目線を30cmくらい落としてみま
す。そうすると、目に入るものや匂いなんか
が違ってきます。あるいは、いつもの道を
逆から歩いてみたり、夜中に行ってみたり
します。いわば、野良猫の視点です。高さ
や時間、季節を変えていろいろな角度か
ら見てみると、違うものが見えてきます。

―それはイメージしやすいですね。それ
にしても、東神戸マラソンのように、交
通規制なしで、普段ジョギングしている

左／「naddism」創刊特集の「灘の穴」。「夏の日、ひんやりした洞内にはいると妙に落ち着く」など、日常の風景のガードや地下道の新たな楽しみ方を提案　右／慈さんが発起
人となった、JR灘駅と摩耶山の麓を結ぶ民間のコミュニティバス「坂バス」は、今や住民の貴重な足。バスのPRのため車内で行ったライブイベントに出演したのは地元の有志

慈 憲一さん

摩耶山再生の会事務局長
 兼 灘百選の会事務局長

有限会社六甲技研 代表取締役

自分の半径500mに遊びは見つかる
日常の中でまちを自由に面白がる心を

まちを楽しむ達人に学ぶ
消費だけにたよらない遊びの方法
消費を目的とした娯楽やイベント、商業施設を楽しむといった遊び方ではなく、

自分で楽しみを見つけ、能動的に遊ぶためには、何が必要なのでしょうか。

また、沿線に住む人びとが遊びを見つけるために、鉄道会社は何ができるのでしょうか。

神戸市灘区でまち遊びを仕掛ける慈憲一さんに、そのための視点やコツを伺いました。
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歩道や公園を走るだけでマラソンにな
るという大胆な発想は、どうしたら出て
くるのでしょうか。

慈：こうしないといけないという考え方が、
いろんなことをつまらなくしてしまいます。
マラソンをやろうというと交通規制しなけ
ればと思ってしまいますが、いつものジョ
ギングのコースでも42.195km走り、本人
たちがマラソンと思えばいいんだ、という
発想です。しかも、東神戸マラソンでは仲
間がたくさん食べ物を持ち寄ってくれるか
ら、給水やバナナなどの一般的なエイドに
とどまらないごちそうがたっぷり。食べ放
題、飲み放題で参加費3500円というのも
面白いでしょう。でも、よくあるグルメマラ
ソンにはしません。食べて飲んで、信号を
守りながら走っても、1位の人は2時間台
で走ります。思い切り楽しんでも、ゆるくし
すぎないというのがポイントです。だらだら
になると格好悪いので。

自分が面白いと思ったことを
パブリックな場でやってみる

―東神戸マラソンは全国から参加者
が集まるということですが、地域の人た
ちが楽しんでいるイベントにはどんな
ものがありますか。

慈：灘区にある摩耶山を楽しむサークル

は公共交通機関でも、パブリックな場所を
もっとみんなで楽しく使えないかと思って
いる。商業的な店舗ではない、公共空間
を楽しく使う人がいるということが、まちの
ポテンシャルなんじゃないかと思っている
んです。それが面白いまちかどうかの基準
になる、という気がします。

小さな規模でも続けて、
数を増やせば面白さが伝わる

―一般的には、まちを楽しむというとお
しゃれなお店やおいしい飲食店に目を
向けることが多く、楽しみ方が消費に
偏っているとも感じます。

慈：その通りですね。お店にしても遊園地
にしても、こういう楽しみ方をしなさいと提
供されたものを消費するだけです。でもま
ちというのは、規模は違えど、全国どこを
見てもそんなに大差はないものだと思って
います。そのまちでイマジネーションを広げ
て、いかに面白がるか。ある意味、クリエイ
ティブな遊び心が必要かもしれません。

―慈さんはそうしたやり方を、どのよう
にして広めているのですか？

活動「マヤカツ」をやっています。利用者が
減少し、存続が危ぶまれていたケーブル
カーやロープウエーにもっと乗ってもらお
うと、山の上でやりたいことを何でもどう
ぞと市民に呼びかけたのです。普通、山で
遊ぶというとハイキングのようなものを連
想しがちですが、ここは乗り物で簡単に上
がれますので、頂上へ行くことにこだわる
必要はありません。
　今や、山でやるヨガ教室や語学教室、
ワイン会など、30くらいのサークルができて
います。山にある小川に足をつけてビール
を飲むだけの「川床部」、乗り物で山頂へ
行き、帰りは徒歩で下山してまちで食事を
楽しむ「下山部」なんていうのもあります。
すごく面白いことがいろいろ起こっている、
楽しい山になりました。

―それぞれのイベントは、慈さんが主催
しているのですか。

慈：主催者は各サークルです。摩耶山は
国立公園ですから、さまざまな制約があり
ます。各サークルがスムーズに活動できる
よう、行政と調整するなど場づくりに徹す
るのが、マヤカツでの僕の役割です。

―地域の人たちが能動的に山やまち
を使いこなして楽しんでいるのですね。
そういう人たちを増やすには、どういっ
たことが必要なのでしょうか。

慈：ここまでやっていいんだとか、あんな
やり方でいいんだという事例を作るという
ことを、結構意識しました。僕自身、ある人
の背中を見て影響を受けた経験がありま
す。結局、楽しそうにやっている僕の姿を
見て、人が何かを真似してくれるというや
り方しかないと思っています。
　全員に伝わらなくてもいいんです。イベ
ントをやるにしても、大きなムーブメントに
しようとは全く考えていません。1回のイベ
ントでドーンと人が来ても、次の日に誰も
いないようでは意味がない。半径500mく
らいの規模感で、毎日誰かに参加してもら
うことが大事だと思っています。

―マヤカツは、まさにそういったイベン
トですね。

慈：川床部がやっている川に足をつけて
ビールを飲むだけのような思いつきのイベ
ントでも、1回やって人が来ないからとや
めてしまわず、自分が面白いと思ったらあ
る程度続けることが大事です。何回もやっ
ているうちに、興味を持つ人が出てくる。
一気に人を増やさなくても、続けていると
少しずつ増えてきて、面白さが伝わるよう
になると思います。

慈：まずは、やっている本人が楽しそうか
どうかです。楽しそうにやっているところに
は人が集まってきます。しんどいことは続
かないですし、大変そうなことには人が集
まらない。とにかく、本人が面白がること
が大事です。マヤカツでも、「なんか変なこ
とやっていて面白そう」という口コミが広
がって、「私もやりたい」とサークルが増え
てきました。爆発的にではなく、じわじわと
漢方薬が効くように人が集まっている気
がします。結果的にまちのためになってい
るのかもしれませんが、それはあくまで副
産物。誰かのためにではなく、自分のため
に面白いことを楽しむのが原点です。
　また、自分で面白がってクローズドな空
間でやっていることを、パブリックな場所で
やることによって広がりが出ます。例えば、
マヤカツの「ワイン会」は、ある女性が家で
やっていたワイン会を山でやることにした
ものです。そうすると、ハイカーの方が急に
入ってきて、しかもその人がワインにすごく
詳しかったというようなことが起こる。想定
外の人が参加して、本人もすごく楽しくなっ
たそうです。パブリックに開くことで、新しい
ネットワークができて面白さが広がる。マヤ
カツは、本当に普通の地域の人が、ただ
山で好きな活動をしているだけなんです。
　家でやることをパブリックでやるという
仕掛けがあるだけで、楽しむ人が増えてい
つの間にかボリューム感が出てきました。
僕は、山でも公園でも河川敷でもあるい

―最後にアドバイスをいただきたいの
ですが、まち遊びの達人である慈さん
が鉄道沿線を楽しもうと考えた場合、
どのように面白さを見出していけると
思いますか。

慈：駅前にではなく、駅と駅の間に結構
面白いものがあります。駅前の商業空間
だけでなく、周辺の風景も合わせて沿線
を見ていくんです。
　実は以前、駅と駅の間を歩いて風景を
見つけるツアーをやったことがあります。
普段は何でもない所だけど、ある時間帯
やある季節にだけ特別な風景が見える
場所を探したりしました。春分の日にだけ
この高架下に太陽が入りますとか、年に数
日だけサンセットロードのようにものすごく
明るくなる道とか。そうすると、ごく普通の
場所が一気に面白くなる。季節や時間に
よって聖地化するそんな所を、何個か見
つけました。
　地味な魅力かもしれませんが、そういう
ものが20個くらいあったら、その沿線は
面白いという認識になる。沿線でもまちで
も、狭い範囲であらゆることに興味を持っ
て面白がる。そういうアンテナを張ってい
ると、日常がすごく楽しくなりますよ。

左／マヤカツでは、廃墟好きの間で人気の旧摩耶観光ホテルなど、摩耶山に点在する遺構を「マヤ遺産」と呼び、山歩きをしながら巡るガイドウォークを定期的に開催。中央は
ガイドも務める慈さん　右／マヤカツの一つ、摩耶山上の展望台、掬星台（きくせいだい）で毎月行われる「リュックサックマーケット」。リュックに出品するものを詰めて山を登り、
山頂で広げてフリーマーケットを行う

左／ご近所さん15人ほどと始めた東神戸マラソンは、全国からランナーがこぞって集まる今もやり方は変わらない。実行委員会は「沿道の声援はほとんどありません。交通
ルールを守って迷子にならないようにしましょう」と呼びかける　右／東神戸マラソンで、飲食店などを経営する地元住民のボランティアによって沿道で振る舞われる料理。一部
では「やめてまエイド」と呼ばれ、豪華な食事やお酒でランナーのリタイアを誘う
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THINKING

楽しそうな姿を見ることで、遊びたくなる人は増えていく
能動性を引き出す補助線や、創造力を育てるコミュニティとは

座談会

今号では、生活に遊びを取り入れ、能動的な楽しみ方を見つけられる事例を紹介してきました。
このような遊びを沿線上で考えるとき、鉄道会社にはどのような役割が求められるでしょうか。
事例やインタビューから得られたさまざまな気づきをもとに、座談会を行いました。

既存のものを再発見し
編集して面白がる

松本：今回は、都市に暮らす大人にとっ
ての「遊び」を沿線で考えることがテーマ
です。そもそも、遊びとは能動的なもので
はないでしょうか。遊びは楽しい。だからこ
そ、誰にいわれなくても積極的に遊ぶ。取
材したどの事例もまさに、自ら楽しみ方を
見つけて、遊んでいるものばかりでした。
　例えば「ととのい研究所」は、苦行のよ
うに捉える人もいるランニングを、子ども
のかけっこのような、仲間と集い能動的に
楽しめる遊びにしていました。
近藤：灘でまち遊びを仕掛ける慈憲一さ
んの事例は、エリアやテーマを絞り込んで
いることが印象的でした。一見何でもな
いようなことでも、範囲を絞り地域に密着
し、特定のテーマで切り取ると、琴線に触
れる人が出てくるのだと感じました。沿線
や自宅近くで遊ぶことを考えると、エリア
は広ければいいというわけではありませ
ん。地域を限定したテーマ設定やまちの
魅力の探し方は、遊びたくなる沿線を考え
る際の参考になると思います。

ポモナは農から仕事としての苦労を取り
除いたライフスタイルとして、都市の人たち
に新たな遊びのかたちを提供していると
言えますね。

遊ぶ人を可視化し
まちで楽しさを共有する

松本：慈さんや東京ピクニッククラブは、
屋外でやることを大事にしていて、みんな
に見てもらうことを意識していたのも印象
に残りました。
吉江：東京ピクニッククラブの伊藤香織
さんは、ピクニックをする姿が美しく見える
ことが大切だと言っています。自分たちが
楽しむだけでなく、それを見た人もやりた
くなるということに力点を置いた発言で
す。つまり、楽しく見えると、自然と共有した
くなるということなのです。
村井：慈さんや伊藤さんも話していたよ
うに、まちで楽しそうに遊ぶ姿は人を引き
つけ、それを見ることで人々が動き出しま
す。ですから、SNSではなく、リアルで周囲
の人たちに楽しそうだと思わせる場をどう
つくるかがポイントだと思います。
　例えば、国立競技場の近くの明治公園
にはキャンプ道具や遊具を貸し出すサー
ビスがあり、それらを使って遊ぶ楽しそう
な光景が、園内のカフェから見えます。
　沿線で似た状況を考えてみると、車窓
が強いタッチポイント（顧客との接点）に
なるのではないでしょうか。車窓から、ビ
ルの屋上でギターを弾いている人が見え
たり、川沿いのオープンカフェや河川敷で
遊ぶ人が見えたりしたら、楽しそうだなと
思ってやってみたくなる。駅や沿線では、

村井：慈さんの手法は、既存のものをい
かに面白がるかというやり方ですよね。今
ある日常の中から、面白いものを再発見
して楽しむ姿勢は、とても豊かだと感じま
す。また、新しい施設をつくるなど、ハード
を変える必要がないという点で、地域の
財政が厳しい今の時代に効果を発揮す
る手法だと思いました。
町野：各事例とも、時間帯や天気、季節に
よる変化を面白がったり、楽しんだりする傾
向があったと思います。商品やサービスの価
値はいつも同じだと考えがちですが、時間
や季節といったコンテクスト（状況・文脈）の
中では、それまでにない新たな価値が見い
だせる可能性があるのではないでしょうか。
松本：確かに、沿線での遊びを訴求する
場合、時間帯や天気に合わせたきめ細か
な情報は、これまであまり提供してこなかっ
たように思います。
加藤：ととのい研究所のランニングにし
ても「東京ピクニッククラブ」にしても、どこ
でも誰でもやっているようなことを、視点
を変えたり、提示の仕方を工夫することで
新たな遊びの形にしています。「会員制農
場ポモナ」の農業体験も含めて、コンテン

多くの人が行きかうので、楽しそうな姿を
リアルで見る場として最適だと思います。
町野：東京ピクニッククラブでとても印象
的だったのは、メンバーからの紹介など、
飛び入りで参加する人もいて、毎回、参加
者が異なるゆるやかな集まりだと話してい
たことです。そこには、いい意味での曖昧
性、寛容性があります。線引きや区分をし
ないというハードルの低さが、コミュニティ
づくりにつながり、遊びの可能性を広げて
いるのではないでしょうか。
吉江：今回の取材全体を通して感じるの
は、「不真面目なことを真面目にやる」あるい
は「真面目なことを不真面目にやる」、そのど
ちらかが成立すると遊びが生まれるのでは
ないかということ。遊びは真面目と不真面目
の「間（あわい）」にあるのだと思いました。
　そして、エリアの戦略に、遊びを取り入
れるとはどういうことかという問いを立て
てみる。消費との対比で考えると、売り物
に焦点を当てるのではなく、遊んでいる
人、あるいは遊んでいるという状況に焦点
を当てる必要があると思います。やってい
る人が楽しそう、ということが重要です。

ツそのものが非常に斬新というわけでも、
すごくお金をかけているわけでもない。い
わば、既存のコンテンツを読みかえる編集
の力で面白くなっているのです。逆に言う
と、コンテンツはなんでもいいのかもしれ
ません。沿線に既にあるものを上手に編
集すると、それが遊びになるのではないか
と思います。
町野：リフレーミングも今回の事例に見
られた特徴でした。慈さんは鉄道のガード
や地下道にフォーカスし、低くて通りにくい
ガードを「リンボー洞門」と名づけるなどし
て楽しんでいましたし、東京ピクニッククラ
ブは新幹線とモノレールを同時に臨む所
でピクニックをしていました。一見何でも
ないような風景も、ポジティブに解釈し直
して面白がるという発想は、沿線を考える
上でもヒントになると思います。
吉江：提示の仕方の工夫という点では、
ポモナは今まで生業だった「農業」から
「農」のエッセンスを取り出して遊びに変
えてしまうという、高度なことをやっている
と思います。本来、農業と農は異なるもの。
農業は仕事ですが、農はライフスタイルや
価値観と仕事がミックスされたものです。

能動的な遊びに導く
さりげない補助線を引く

松本：今号で着目する遊びは、遊園地に
行くような受動的な娯楽とは異なるもので
す。受動的な娯楽は消費とも言い換えられ
ると思うのですが、消費せず楽しむことが
ポイントではないでしょうか。東京ピクニッ
ククラブの伊藤さんは室内でのゼミをピ
クニックのように外で行うこともあると言っ
ていましたし、慈さんは路線バスで勝手に
観光案内をして楽しんでいました。自分で
テーマやルールをつくってちょっとした行動
を起こすと、仕事の合間や移動中の時間
も一気に遊びになる。遊びは、誰でもどこ
でも、工夫次第で生活の中にデザインでき
ます。ただ、一方で「ちょっとした行動」を起
こすにはハードルもあると思います。
加藤：確かに今回取材した事例は、どれ
も感性的で知的刺激のある遊びだったと
思います。そこには創造性が問われますか
ら、人によっては難しいと感じる場合もあ
るでしょう。
町野：ある種のセンスが求められるかも
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しれませんね。映画を例にとると、ハリウッ
ド映画はストーリーに決まった型があっ
て分かりやすいものが多い。一方で、ヨー
ロッパ映画は、シーンの意味やストーリー
の結末を観客に考えさせるようなものもあ
ります。ハリウッド映画を見慣れた人だと、
ヨーロッパ映画に戸惑うかもしれません。
　沿線の遊びについても、より広い層に
受け入れられるものと、遊ぶ人のセンスを
問うものという２つの方向性を用意しても
いいでしょう。あるいは、時間帯や季節な
ど見方を提示すると、誰にとっても分かり
やすくなる可能性がある。
村井：今回取材した人たちの視点を可
視化できるものがあれば、分かりやすいで
すね。今の社会では、消費者でいることが
当たり前になりすぎていて、多くの人が工
夫して遊ぶことから遠ざかっていますから、
とことん「補助線」を引いてあげると良いと
思います。
　例えば、EKISUMER Vol.30「キュレー
ションについて考える」で取材したブック
ディレクターの幅允孝さんは、商業施設の
芝生広場で敷物と本を一緒に貸し出す
ことによって、芝生で寝転ぶことが目当て
だった人にも、本に触れる機会を自然に
提供していました。まるで自分が選んだか
のように感じさせるよう導き、さりげなく人
の能動性を引き出す補助線があるといい
と思います。
松本：会社員の私にとっては、遊びと仕
事は切り離されたものでした。仕事が終
わった後や休日が遊ぶ時間だと思ってい
ましたし、遊びと仕事を二項対立で考えて
しまったりします。けれど、取材を通じて、

思います。
吉江：SNSは点でバズるのが特徴で、そ
の周辺エリアの情報がありません。鉄道
会社は、情報を面に広げていく役割を担
えるのではないでしょうか。

遊びを沿線の価値に
結びつけていく

加藤：ここまで話してきたのは、休日にど
こか遠くへ行くというような「ハレ」の遊び
ではなく、日常で楽しめる「コハレ」の遊び
をどう提供するかということだと思います。
そのためには、みなさんが指摘されている
通り、日常を面白がれる人の存在が重要
になってくる。ならば、鉄道会社が「仕掛
人養成講座」を用意して、面白がれる人を

遊びは生活のさまざまな場面で現れるも
のなのだと感じました。分かりやすい補助
線を引くと、生活の隙間時間で遊べるよう
になるのかもしれません。
近藤：自治体や企業が既にやっているよ
うな有名なスポットを巡る施策ももちろん
必要だと思いますが、それだけでは沿線
住民に新しい気づきを与えることは難し
い。これだけ価値観が多様化すると、誰も
が必ず面白いと思うものはないでしょう。
人それぞれ感じ方や楽しみ方が違います
から、できるだけ多くの視点で考えていか
なければなりません。
　それを担うのは、一つの企業では無理
かもしれず、さまざまな人に関わってもらっ
て、コンテンツをつくる必要があるでしょう。
また、１回で伝えるのが難しければ、何度
も発信をして気づいてもらうというやり方
をしてもいいと思います。
村井：沿線に情報発信者がたくさんいた
らいいですね。誰しも得意のテーマや分
野があると思うので、発信力のある人だけ
でなく、多種多様な人が発信するといい
のではないでしょうか。慈さんは、１つでは
難しくても20個くらいの総和で価値が生
まれると話していました。沿線全体で考え
るからこそ、総和としての魅力を発信でき
るのだと思います。

遊びの輪を広げるためには
コミュニティを用意する

松本：ここまでの議論で、補助線を引くこ
とや多様な人々の情報発信が、沿線の遊
びの幅を広げていく可能性が見えてきま

育てる構造をつくっていくといいのではな
いかと思います。
吉江：阪急電鉄の創業者、小林一三が
行ったように住宅開発と一体となった私
鉄経営モデルがある一方で、既に発達し
た地域に敷設された鉄道会社の場合は、
既成市街地を編集して価値を上げていか
なければなりません。そのような中で、遊び
をどう価値に結びつけられるのか、考えて
いく必要があります。
　例えば、鉄道会社所有地の暫定利用
などが考えられます。行政と違って民間な
らではの自由度がありますから、沿線に
ある開発前の空き地を一定期間実験の
場として開放することもできるでしょう。そ
れを「仕掛人養成講座」のようなことに活
用すれば、人材育成と場の提供をセット

した。
　また、取材からも空間的、時間的に細か
く分けて見ると新たな発見があるというヒ
ントを得ました。さらに何か、鉄道会社とし
てサポートできることはあるでしょうか。
吉江：美術教育家のブルーノ・ムナーリ
は、『ファンタジア』という著書で、創造力
はトレーニングできる、創造力はコミュニ
ティとともに成長すると述べています。
　この「創造力」を「遊び」と読みかえてみ
ると、やはりコミュニティやプラットフォーム
の存在が大事だと思います。慈さんの「マ
ヤカツ」のように、最初はプロデューサーが
仕掛けてやり方を見せるといったプラット
フォームを提供すると、参加した人たちが
独自のやり方を見つけて多様化したり、継
続することでノウハウや実績が蓄積したり
します。そうやってコミュニティが長く続く
と、カルチャーになります。
　1人でも遊びへのモチベーションを持ち
続けられる人は、特別かもしれません。し
かし、遊び方をシェアしたり、モチベーショ
ンを保てるコミュニティやプラットフォーム
があれば、特別な人でなくても能動的に
遊べるのではないでしょうか。
近藤：それを沿線で実現するときの鉄道
会社の役割は、プロデューサーと人々との
接点をつくることだと思います。慈さんは、
フリーペーパーやメールマガジンを発行し
たことで読者とつながり、コミュニティ化し
ていったと話していました。駅のフリーペー
パーで発信するだけでもいい。最新の方
法でなくても、まずはできることから情報発
信をし、駅利用者との接点をつくる。うまく
回り始めれば、コミュニティになっていくと

で展開できますから、講座はとても実践
的なものになり、沿線の価値につながる
でしょう。
松本：能動的に遊べる人が沿線上に増
えると沿線活性化につながり、鉄道会社と
しても望ましいことだと思います。沿線全体
で考えると、多様な場所があり多様な人が
いて、遊びへと編集できるリソースがたくさ
んあるので、鉄道会社が積極的に遊びを
支援できるといいのではないでしょうか。
加藤：居住者にとって、沿線は行こうと
思えばいつでもすぐに行けるアクセスの良
い場所です。鉄道という移動力のアドバン
テージは、遊びの可能性をより広げるので
はないかと思います。だからこそ、「遊びた
くなる沿線」を、考えていく必要があるの
ではないでしょうか。
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　京王線笹塚駅北口すぐの、創業51年
のボウリング場「笹塚ボウル」。まちのシ
ンボルとして親しまれてきた看板はレト
ロですが、店内に入れば一転。壁には
現代アートが飾られ、ＤＪブースを備えた
カフェレストランなどスタイリッシュな空間
が広がります。その奥のフロアには、グラ
スドリンクを片手に、ボウリングを楽しむ
シニア層の人たちの姿が見えます。
　シニア会員が多い時間帯は、朝8時
のオープンから16時ごろまでで、練習や
リーグ戦を楽しんでいます。夕方からは
ジュニア教室や、笹塚ボウルが受託する
区立中学校のボウリング部の部活動で、
児童や生徒が増えてきます。
　18時以降は企業の懇親会でにぎわい、
21時ごろから若者が音楽イベントにやっ
てきます。土日の昼間はファミリー層の来
店も。「これだけ多様な人たちが訪れるの
が僕らの真骨頂。笹塚には、誰でも安全
に安く運動できるボウリング文化が根付
いている」と、代表取締役社長の財津
宜史さんは胸を張ります。
　施設の老朽化に伴い「レストランの中

にあるボウリング場」というコンセプトで
店を改装したのは2007年のこと。「ボウ
リング場経営は土地が必要な割に坪効
率が低く、客単価を上げるため飲食に
力を入れたんです」と、財津さん。改装
後は企業の懇親会での利用が売り上げ
の半分を占めるほどになり、ウエディング
パーティーの会場としても人気が出まし
た。さらに2022年には本格的な音楽イ
ベントができるように、DJブースとステー
ジを新設。DJやミュージシャンを招いて、
異なるジャンルの曲を流しています。月
20本以上という圧倒的な数のイベント
は、他のボウリング場にはないコンテンツ
だといいます。
　笹塚ボウルの企業理念は「カルチャー
を創る」。財津さんは、生活の中に笹塚
ボウルの利用が定着していけば、地域
の一つのカルチャーになるのではないか
と考えているそうです。「ほぼ毎日のよう
に来店される方にとっては、ここが日常
の一部。そんな風に習慣として来られる
価格帯か、料理か、企画かということを
常に意識しています」と話します。

笹塚ボウル
多世代に愛される老舗ボウリング場は

音楽も食も楽しめるまちのコミュニケーションセンターへ

取材・文／中村さやか

　さらに、地元笹塚をよりよいまちにする
ため、沿線を含む近隣3㎞圏の「コミュニ
ケーションセンター」を目指していると言
います。改装時に作ったステージは、年配
の方がカラオケを歌ったり、小中学生がダ
ンスやバンド演奏を披露したりと、地域の
人の発表の場としても利用されています。
　「僕らはこの場所をボウリング場だと
思っていないんです。地域が交流する
手段の一つがボウリングというだけ。多
彩なコンテンツで交流をどう活発化させ
るかが、僕らの真のテーマです」
　ボウリング場の概念を超えたまちの遊
び場には、笹塚を愛するさまざまな年齢
の人が集まっています。

DATA
東京都渋谷区笹塚1丁目57-10 笹塚駅前ビル 3・4階
https://sasazukabowl.com/

1. レーンは2フロアに計24本。レーンをまたいで、イベ
ント用の舞台を設置することも

2. 名物は「ササボバーガー」と、窯で焼き上げる本格
的なピザ。クラフトビールやワインのラインナップも豊富

3. 音楽イベントには話題のミュージシャンやDJを
招き、ライブハウスやクラブのように盛り上がる

文／髙梨輝美　イラスト／松橋てくてく

Profile
30歳　女性
未婚　東京都在住
会社員　1人暮らし

鉄
道
で
ゆ
く
謎
解
き
の
休
日

駅
消研

の観察ノート

研究員MEMO

訪れたことのない沿線を知るきっか

けにもなる謎解きイベント。沿線地

域の紹介は鉄道会社が長年行って

きたスタンダードな施策ですが、謎解

きのようなイベントでも求められると

気づかされました。基本に立ち返り、

細やかに情報発信することの大切さ

を感じました。� （研究員・松本）

Type
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次の場所は
あの駅じゃない？

謎解きイベントで仲良し度アップ

　Hさんは、首都圏を走る鉄道会社主催の謎
解きイベントに15回以上参加しています。8年
ほど前に大学時代の友人を誘って初めて挑
戦したときは、せっかくの休日にくたくたになっ
たそうですが「謎を解きながら知らない街へ
行けたことが、とても楽しかった」と言います。
　それまでは、ときどき会って食事とおしゃべ
りを楽しんでいた2人ですが、マンネリを感じ、
なにか違うことをやってみようと思ったのだ
とか。イベントへの参加を重ねるうちに仲が
深まり、今では親友と呼べる関係に。時には
難問にてこずってゴールまで9時間かけて約
2万歩移動したこともあり、Hさんは、「協力し
て苦難を乗り越えてきたからこそ、友情が深
まった」と感じています。

おしゃべり＆まち散策の時間も大事

　謎解き用の冊子は、駅で無料配布されて
いるイベントもありますが、Hさんたちのお気
に入りは内容の充実度が高い有料のイベント
です。最近も1日乗車券付きの参加キットを
3,000円ほどで購入して、朝10時には2人で
新宿駅に集合しました。まずキット内の冊子
に書かれた易しい問題を解いてスタート。その
答えから導き出された駅に移動して、また次
の問題を解いて……と繰り返しながらゴール
を目指します。どの駅がゴールかは最後まで

分かりません。正解がひらめいた時のスッキ
リ感と、初めて降りる駅で新しい景色と出合
えることが Hさんにとっての謎解きイベントの
醍
だ い ご み

醐味です。また、ランチや休憩を兼ねて飲
食店に入るのも楽しみです。前から行きたかっ
た店がちょうど近くにあり「料理が美味しくて
友人も喜んでくれて満足だった」とHさん。
食事中のおしゃべりにも花が咲きます。
　一方、問題がなかなか解けないときは通り
すがりの公園で、ベンチをテーブルがわりにキッ
トを広げて考え込むこともあります。駅のホー
ムや屋外で悩む時間は「しんどい」ので、出
題の難易度は控えめでまち散策にも時間を
使える内容が理想だそうです。

ふだんの自分の行動を超える楽しみ

　また Hさんは、ちょっとした鉄道好き。ふだ
ん乗らない路線に乗ってみたいと、一人でイ
ベントに参加することもあります。そんなときは、
特急券を買い足して気になる新型車両に乗
車するなど楽しみ方を変えているそう。
　「謎解きイベントを開催する鉄道会社から
は、沿線を盛り上げようという気持ちが伝わっ
てきて好感度が上がる」とHさん。飲食やお
土産代には5,000円ほど使うそうですが、そ
こにしかないお店を調べても、うまく見つから
ないことが多いようです。せっかく訪れたまち
の魅力や楽しみ方を、イベントの中でもっと
提案してくれることを期待しています。
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いま注目したいユニークなリアル店舗
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